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近畿地方整備局
淀川舟運の繁栄と衰退

淀川舟運は、かつて交通の大動脈として大阪・京都を往来。
大正時代以降は陸上交通網の発達を受け、昭和37年には貨物輸送が終了。現在は、砂利採取
船等の航行や、大川周辺における観光船が中心。
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毛馬第二閘門新設京阪電鉄開通

昭和37年伏見・大阪間
貨物輸送終了 淀川大堰新設に

伴う毛馬閘門の改築

※通船数は、毛馬閘門
の上り ・下りの通過船
舶数の合計である

太平洋戦争終戦

現在航行する水上バス

○通船数の推移

江戸時代には三十石船千数百隻が運行
絵は毛馬の様子

明治時代に入ると蒸気船が主流に

粗朶水制工の作業の様子
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近畿地方整備局
淀川舟運復活の契機

平成７年阪神淡路大震災の際、陸上交通網が麻痺する中、舟運が被災した堤防の応急復旧作
業に活躍したこともあり、その役割が見直し。
これまで、淀川沿川に緊急用船着場を９箇所（+1箇所整備中）整備するとともに、令和元年
度には舟運を活用した災害時緊急調査に関する協定を特定非営利活動法人大阪水上安全協会
と締結。

陸上交通が遮断（国道2号）

船舶を使用した復旧工事の状況

兵庫県南部地震により崩壊
した酉島地区の特殊堤

毛馬閘門

淀川大堰閘門整備

大阪・関西万博［大阪市］
※現在、整備中

※

災害時緊急訓練（枚方）
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近畿地方整備局
沿川地域のにぎわい（八軒家～枚方の定期観光船就航による賑わい）

平成２９年９月から、民間事業者が、毎月第２日曜日を中心に大阪の八軒家浜から枚方まで
をつなぐ観光船の運行を開始。
毎月第２日曜日には枚方市の枚方宿内（京街道）で「枚方宿くらわんか五六市」などが開催
されており、観光船の運航と連携することで地域の賑わいづくりに寄与。

賑わう枚方宿くらわんか五六市

所要時間は上り下りとも
３時間程度
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近畿地方整備局

現在、大阪市淀川区の十三地区において緊急用船着場を整備中。
淀川区は、旧区役所跡地の再開発や船着場整備を契機に、淀川河川敷十三エリアの魅力向上
のため、かわまち支援制度を活用した周辺整備について令和2年度末より議論を開始
（R3.3.31淀川河川敷十三エリア魅力向上協議会設立）。
7月には住民主体で地域のにぎわいづくりを議論する「よどがわワイガヤ推進委員会」も発足。
10月には河川空間を賑わいのある空間として活用するためのアイデアと市場性の有無につい
て募る「マーケットサウンディング」の公募を開始。

阪急電鉄
梅田市街地

十三地区河川敷（R3.3）

船着き場整備中

淀川河川敷十三エリア魅力向上協議会資料抜粋

淀川河川敷十三エリア魅力向上協議会
（R3.3.31設立）構成員

大阪市（淀川区、計画調整局）
大阪都市計画局
近畿地整（淀川河川事務所、河川部、建政部）
地元団体（地域活動協議会、連合振興町会、
商店会連盟会、大阪商工会議所）
民間事業者等（公園財団、阪急電鉄、水都大阪コン
ソーシアム）

マーケットサウンディング実施要領抜粋

沿川地域のにぎわい（淀川区十三地区 かわまちづくり登録に向けた議論）
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近畿地方整備局

令和３年4月30日 伏見港が「川のみなとオアシス水のまち 京都・伏見」としてみなとオア
シスに登録（全国で１４８箇所目）
「川のみなとオアシス水のまち 京都・伏見」運営・まちづくり協議会では、ＷＧを設置し、
賑わいづくり（ソフト）・伏見港整備（ハード）の両面で検討

淀川の舟運への期待

沿川地域のにぎわい（伏見港 「みなとオアシス」登録）
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近畿地方整備局
沿川地域のにぎわい（天ケ瀬ダム～宇治橋かわまちづくり登録）

宇治市では、「戦略的な産業活性化の推進」として、歴史遺産、宇治茶、自然・景観等、貴
重な財産を活かし、観光振興・地域の活力向上のための取り組みを実施。
天ケ瀬ダムを観光資源として有効活用し、管理用通路等を整備することにより市街地との周
遊性を向上させる他、民間事業者にも参画を促し、イベント等を開催
国土交通省では、必要な河川管理施設の整備のほか、河川空間で営利活動を実施する場合に
は、河川占用敷地許可準則22条に基づく、都市・地域再生等利用区域の指定等の支援を実施。

〇ハード整備の内容
国交省 ：管理用通路整備、敷地造成工、法面保護工
宇治市 ：上面施設整備（転落防止柵、東屋、舗装、

植栽等）

舟運による
アクセスも期待
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お茶と宇治のまち歴史公園（2021.8 オープン）



近畿地方整備局
河川管理者の取り組み（航路確保、水深調査、社会実験）

淀川河口部から宇治まで航路調査を実施するとともに、調査結果について沿川自治体及び舟運
事業者等に情報共有。航行の支障となる堆砂や支障物については、順次除去工事を実施。
舟運の実現に向けた沿川自治体からの支援要望を踏まえ、河川の利活用の観点からの舟運の実
現性・有効性を確認するため、沿川自治体や舟運事業者と連携した社会実験を継続して実施。

大塚周辺の維持掘削（Ｒ２）

航路調査状況

航路調査の実施及び調査結果の整理・共有（Ｒ２）

災害時緊急調査訓練（Ｒ２） 淀川ワイガヤ推進委員との
船上意見交換会（Ｒ３）

秋の伏見～背割堤クルーズ
（Ｒ３）

サイクリングとの連携
（Ｒ１）

○近年の社会実験

枚方大橋
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近畿地方整備局
河川管理者の取り組み（これまでの調査等から判明した課題）

令和２年度に実施した水深調査の結果、淀川大堰上流～伏見までの航行に支障となる箇所は、
枚方大橋周辺・三川合流点下流・伏見港下流の３箇所。
枚方大橋周辺は、淀川大堰湛水区間の上流端のため、土砂堆積が顕著で大型船の航行が困難。
三川合流点下流では、水深が浅く流速の速い岩礁帯が存在し、大型船の航行が不可。
伏見港下流では、岸側高水敷の侵食に起因する偏流発生のため、中型船の航行が不可。

浅い！

〇枚方大橋周辺

浅い！

岩礁帯
浅い！

偏流

高水敷の侵食

〇三川合流部下流 〇伏見港下流河口から
26k付近

河口から
43k付近

河口から
34k付近

9

※大型船：定員100名程度 中型船：定員60名程度



近畿地方整備局
河川管理者の取り組み（淀川大堰閘門の整備）

○ 現在、淀川の上下流の航行を分断している淀川大堰の左岸側に閘門を整備するもの。
○ 令和3年度事業化、2025年大阪・関西万博までの完成を目指し最新技術を活用して整備中。
○ 淀川舟運の平常時・災害時利用に資する施設として、沿川自治体からの期待も大きい。

閘門設置後の淀川大堰周辺

閘門設置前の淀川大堰周辺

枚方
伏見

大阪湾
夢洲

大川

毛
馬
閘
門

枚方
伏見

大阪湾
夢洲

大川

毛
馬
閘
門

淀川大堰
閘門整備後

淀川大堰閘門施設諸元
閘室幅：20m
閘室長：70m
通行可能船舶：100～500t級台船
船舶通過時間：約20分

沿川自治体からの要望（R3.8 淀川舟運整備推進協議会）

↑３Dモデルの活用
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※提供：2025年日本国際博覧会協会



近畿地方整備局
2025年大阪・関西万博を見据えた動きについて

2025（令和７）年に大阪・夢洲にて万博が開催予定。
「いのち輝く未来社会のデザイン」をテーマに先端技術など世界の英知を集め、新たなアイデ
アを創造・発信する場となる。
世界中からの集客が期待され、夢洲だけでなく、関西全体の活性化を促進する絶好の機会。

・想定来場者数→約2,820万人

・経済波及効果（試算値）→約２兆円

・交通アクセスについて
→2025年大阪・関西万博では、会場へ船でのアクセ
スも検討。旅客の乗降場は夢洲の北側エリアに設ける
ことを想定。

船で川・海からアクセス

（民間事業者による社会実験）
大阪水上バスでは、万博開催及び万博以降の水上交
通の活性化をにらみ、令和4年1月に社会実験を実施。
（船の運航については他の舟運事業者も参画）
（以下、報告書抜粋）

〇実験結果（A：舞洲～十三※ルート）
・川舟での海域の航行時の揺れを確認（喫水が浅く
軽い船体を使用）。
・水深に関しては潮位変化に注意が必要。
・駅から船着場の距離が課題だが、多様なニーズが
感じられる。

A:十三～舞洲 118名

C:中之島～
舞洲 155名

D：大阪ドーム
～中之島 29名

F：天保山周遊 28名

G：大阪城
～中之島 95名

B:USJ～
舞洲 65名

実験ルート
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※新北野緊急用船着場を使用

会場


